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　平成25年6月13日（木）10:00-11:30に「十勝川相生中島春季現地見学会」を十勝川相生中島地区において、十勝川中流

部市民協働会議と共催で実施しました。参加者は地域住民と河川管理者、事務局員などを含む19名でした。

　今回は、工事完了から1年が経ち、いく度かの出水を経て、同地区がどうのように変化してきているのかを確認するために、

以下の4箇所の見学箇所を対象として、現地見学会を開催しました。

　1. 相生中島地区上流「湿地環境形成箇所」：十勝川中流部市民協働会議で検討している湿地環境の形成箇所を見学

　2. 旧帯広川：保全提案した旧帯広川河道やハルニレ林を確認。帯工の現況も確認。

　3. 掘削水路内：掘削水路内での植物や河原の状況を確認。ヤナギ類や外来植生の生育が見られた。

　4.ワッカの池周辺：H23年 9月やH24年 5月の出水を経て、堆積の進むワッカの池の状況確認。ワッカの池下流にお

　　いて札内川が流入している状況の確認。

　同地区での工事が終了し1年が経過しましたが、当会は今後も相生中島地区を見守っていく予定です。
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現地見学会の様子
◆湿地環境形成箇所見学

◆ワッカの池周辺 ◆札内川の流入箇所見学

◆湿地環境で確認された水生生物
・イトヨ
・イバラトミヨ
・ミズカマキリ

◆旧帯広川見学 ◆掘削水路内見学

確認された外来植物


